
 1

【中学中間・期末試験問題集(過去問)：数学 3年】 Home [http://www.fdtext.com/dat/ ] 

【】円周角と中心角 

[問題](3学期) 
 1 つの弧に対する円周角の大きさは( ① )。円周角は，その弧に対する( ② )の半分

である。」 

[解答欄] 

①  ②  

[解答]① 等しい ② 中心角 

 

[問題](3学期) 
 次の図で，∠ xの大きさを求めなさい。 

(1) (2) 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 50° (2) 48° 

[解説] 
＊(中心角)＝(円周角)×2，(円周角)＝(中心角)÷2 

同じ弧上の円周角は等しい 

 

[問題](3学期) 

 次の図で，∠ xの大きさを求めなさい。 
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[解答欄] 

 

[解答]65° 
 

 

[問題](3学期) 

下の図で， x， yの大きさを求めなさい。 

 

 

 

 
 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) x＝78° (2) x＝45°， y＝35° (3) x＝40° 

 

 

[問題](3学期) 

 次の図の∠ xの大きさを求めなさい。 
(1) (2) 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 65° (2) 70° 
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[解説] 

(1) x＝130°÷2＝65° 

(2) 円周角の定理を使って 40°の角を移す。 
△ADE で，「三角形の外角は，それととなり合わない 2 つの

内角の和に等しい」ので， x＝40°＋30°＝70° 

 

 

[問題](3学期) 

 次の図で，∠ x，∠ yの大きさを求めなさい。 
(1)            (2)            (3) 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) x＝55° (2) x＝130° y＝65° (3) x＝35° y＝95° 

[解説] 

(中心角)＝(円周角)×2，(円周角)＝(中心角)÷2 

同じ弧上の円周角は等しい 

(1) 同じ弧上の円周角は中心角の半分なので， 

x＝110°÷2＝55° 

(2) 同じ弧上の中心角は円周角の 2倍なので， x＝65°×2＝130° 

同じ弧上の円周角は等しいので y＝65° 

(3) 円周角の定理を使って，図のように 35°の角を移すと， 

x＝35° また，図のように 50°の角を移す。 

△AEDで，「三角形の内角の和は 180°」なので， 
y＋50°＋35°＝180°， y＋85°＝180° 

ゆえに y＝180°－85°＝95° 
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[問題](3学期) 
 下の図で∠ x，∠ yの大きさを求めなさい。 

(1) (2) 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) x＝100° (2) x＝35° y＝70° 

[解説] 

(中心角)＝(円周角)×2，(円周角)＝(中心角)÷2 

同じ弧上の円周角は等しい 

(1) ∠AOBは弧 ABの中心角で，∠ACB＝ xは弧 ABの円周角。 

ゆえに， x＝∠AOB÷2＝200°÷2＝100° 

(2)∠BAC＝35°は弧 BCの円周角。 

∠BDC＝ xは同じ弧 BCの円周角なので， x＝∠BAC＝35° 

∠BOC＝ yは弧 BCの中心角なので， y＝∠BAC×2＝35°×2＝70° 
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【】直径の円周角 

[問題](3学期) 
 次の図で，∠ xの大きさを求めなさい。ただし，Oは円の中心とする。 

 

 

 

 

 
[解答欄] 

 

[解答]90° 

[解説] 

 

 

 

 

[問題](3学期) 

 次の図で，∠ xの大きさを求めなさい。 

 

 

 

 

 
[解答欄] 

 

[解答]15° 
[解説] 

「直径の円周角は 90°」なので，∠A＝90° 

△ABCで，「三角形の内角の和は 180°」なので， 

x＋75°＋90°＝180°， x＋165°＝180°ゆえに x＝15° 
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[問題](3学期) 

 次の図で，∠ x，∠ yの大きさを求めなさい。 
 

 

 

 

 

 
[解答欄] 

 

[解答] x＝40° y＝50° 

[解説] 
円周角の定理を使って，図のように 40°の角を移すと， 

x＝40° 

直径の円周角は 90°なので，∠ABC＝90° 

△ABCで，「三角形の内角の和は 180°」なので， 
x＋ y＋90°＝180°，40°＋ y＋90°＝180° 

ゆえに y＝50° 

 

 

[問題](3学期) 

下の図で， xの大きさを求めなさい。 
 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

 

[解答] x＝28° 
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[解説] 
右図で，∠BACと∠BDCは弧BCの円周角になっているので，

∠BAC＝∠BDC＝ x  

次に，∠BADは直径 BDの円周角になっているので， 

∠BAD＝90°で， x＋62°＝90° よって， x＝28° 

 

[問題](3学期) 

 次の図の∠ xの大きさを求めなさい。 
 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

 

[解答]40° 

[解説] 

円周角の定理を使って，図のように xの角を移す。 

直径の円周角は直角なので，∠ADB＝90° 
△ABDで「三角形の内角の和は 180°」なので， 

x＋50°＋90°＝180°， x＋140°＝180°， x＝40° 

 

[問題](3学期) 
 次の図の∠ xの大きさを求めなさい。 
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[解答欄] 

 

[解答]50° 

[解説] 

円周角の定理を使って，図のように 40°の角を移す。 

「直径の円周角は 90°」なので，∠ABC＝90° 

△ABCで，「三角形の内角の和は 180°」なので， 

x＋40°＋90°＝180°， x＋130°＝180° 

ゆえに x＝50° 
 

 

[問題](3学期) 

 次の図で∠ xの大きさを求めなさい。 

 

 

 

 

 

 
[解答欄] 

 

[解答]110° 

[解説] 

線分 OBを結ぶ。△OBDは OB＝ODの二等辺三角形になるの

で，∠OBD＝∠ODB＝20° 

三角形の外角は他の 2つの内角に等しいので， 

∠AOB＝∠OBD＋∠ODB＝20°＋20°＝40° 

よって，弧 BADの中心角は 180°＋40°＝220° 

x＝∠BCDは弧 BADの円周角なので， x＝(中心角)÷2＝220°÷2＝110° 
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[問題](3学期) 
次の図の xを求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

 

[解答] x＝70° 

[解説] 

△ABDで，ABは直径である。直径の円周角は直角なので， 

∠ADB＝90° 

∠ABDの大きさがわかれば xを求めることができる。そこで，
△OBEに注目する。 

∠BOCは弧 BCの中心角である。∠BDC(＝30°)は弧 BCの円

周角なので，∠BOC＝30°×2＝60° 

△CDEで，外角 BECは 2つの内角の和に等しいので， 

∠BEC＝30°＋50°＝80° 

△OBEで，外角 BECは 2つの内角の和に等しいので，∠BEC＝∠OBE＋∠BOE 

よって，80°＝∠OBE＋60° 

ゆえに，∠OBE＝80°－60°＝20° 

△ABDで， x＋∠ADB＋∠ABD＝180° 

x＋90°＋20°＝180°， x＝180°－(90°＋20°)＝70° 
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【】円周角の計算 

[問題](3学期) 
 次の図で，∠ xの大きさを求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

 

[解答]63° 
[解説] 

円周角の定理より， 

右図のように 33°と 30°の角を移す。 

x＝∠CAE＝33°＋30°＝63° 

 

 

[問題](3学期) 
 次の図の∠ xの大きさを求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

 

[解答]50° 
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[解説] 

右図のように ADを結ぶ。 

AB // CDで，平行線の錯角は等しいので， 

∠ABC＝∠BCD＝20° 

円周角の定理より，∠ADC＝∠ABC＝20° 

直径の円周角は 90°なので，∠CAD＝90° 

△ACDで，三角形の内角の和は 180°なので， 

∠ACD＋∠CDA＋∠CAD＝180° 

よって， x＋20°＋20°＋90°＝180°， x＋130°＝180°， x＝180°－130°＝50° 

 

 

[問題](3学期) 
次の図の xを求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

 

[解答] x＝22° 

[解説] 

円周角の定理より，∠CAE＝∠CBE＝ x  

△ACDの 1つの外角∠ACBは他の 2つの内角の

和に等しいので，∠ACB＝ x＋36° 

△FBCの 1つの外角∠AFB(＝80°)は他の 2つの

内角の和に等しいので，80°＝ x＋( x＋36°) 

80°＝2 x＋36°，2 x＝80°－36°，2 x＝44° 

よって， x＝44°÷2＝22° 
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[問題](1学期中間) 

 右の図で，3点 A，B，Cは円周上にあり，弧 AB：弧 BC：

弧 CA＝2：3：4である。△ABCの 3つの内角の大きさをそ

れぞれ求めなさい。 
[解答欄] 

 

[解答]∠A＝60°，∠B＝80°，∠C＝40° 

[解説] 

円の中心を Oとすると， 

∠BOC＝
9
3360 ×° ＝120°，∠A＝60°(円周角は中心角の

2
1

) 

∠AOC＝
9
4360 ×° ＝160°，∠B＝80°(円周角は中心角の

2
1

) 

∠AOB＝
9
2360 ×° ＝80° ，∠C＝40°(円周角は中心角の

2
1

) 

(別解) 

同じ円上では弧の長さの比と円周角の比は等しくなるので， 

∠A：∠B：∠C＝弧 BC：弧 AC：弧 AB＝3：4：2 

∠A＋∠B＋∠C＝180°なので， 

∠A＝60°∠B＝80°∠C＝40° 

 

 

[問題](1学期中間) 

 次の図で，∠ xの大きさを求めなさい。 
(1)            (2)            (3) 
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(4)            (5)            (6) 

 

 

 

 

 

(7)            (8)            (9) 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  (6)  

(7)  (8)  (9)  

[解答](1) 110° (2) 90° (3) 40° (4) 45° (5) 54° (6) 30° (7) 210° (8) 50° (9) 24° 

[解説] 

(中心角)＝(円周角)×2，(円周角)＝(中心角)÷2 

同じ弧上の円周角は等しい 

直径の円周角は 90° 

(1) ∠AOB(中心角)＝2×∠ACB(円周角)なので， 

x＝55°×2＝110° 

(2) x＝∠AOB÷2＝180°÷2＝90°(直径の円周角は 90°) 

(3) ∠AOBが弧 ABの中心角，∠ACBが弧 ABの円周角 

ゆえに x＝80°÷2＝40° 

(4) 円周角の定理を使って，図のように 55°の角を移す。 

△ADEで「三角形の内角の和は 180°」なので， 

x＋80°＋∠ADE＝180°， x＋80°＋55°＝180° 

ゆえに， x＝180°－80°－55°＝45° 
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(5) ＊弧の長さが 2倍のとき，中心角は 2倍になり， 

   円周角も 2倍になる。(右図参照) 

   →同じ円では弧の長さと円周角は比例する 

弧の長さの比が，2：6＝1：3なので，円周角の比も 1：3 

18： x＝1：3 ゆえに， x＝18×3＝54° 

(6) 円周角の定理を使って，図のように xの角を移す。 

「直径の円周角は 90°」なので，∠ADB＝90° 

△ABDで「三角形の内角の和は 180°」なので， 

x＋90°＋60°＝180°， x＋150°＝180° 

ゆえに x＝30° 

＊図の中に直径が表示されていたら，「直径の円周角は 90°」の性質を使う場合が多い。 

 

(7) ∠AOB＝ xは弧 ABの中心角，∠ACBは弧 ABの円周角なので， 

x＝105°×2＝210° 

(8) 円周角の定理を使って，図のように 40°の角を移す。 

△BCEで「三角形の内角の和は 180°」なので， 

x＋90°＋40°＝180° 

x＋130°＝180° 

ゆえに x＝50° 

(9) 円周角の定理を使って，図のように 18°の角

を移す。 

「三角形の外角は，それととなり合わない 2 つの

内角の和に等しい」ので， 

△BCEで，∠ABE＝ x＋18° 

また，△ABFで，( x＋18°)＋18°＝60° 

x＋36°＝60° ゆえに x＝24° 
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【】円周角定理の逆 

[問題](増補 10)(補充問題) 

 次の図で，4点 A，B，C，Dが同じ円周上にあるものはどれですか。 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

 

[解答]①，③ 

[解説] 

<Point> 円周角定理の逆 

右図のように，∠APB＝∠AQBならば， 

4点 A，B，P，Qは 1つの円周上にある。 

問題の③について， 

△PBCで，∠PCB＝64°－39°＝25°なので， 

∠PCB＝∠ADB 

よって，A，B，C，Dは 1つの円周上にある。 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 
次の図で，∠ x，∠ yの大きさを求めなさい。 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1) x＝ (2) x＝ y＝ 

[解答](1) x＝32° (2) x＝39°， y＝66° 
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[解説] 

(1) ∠BAC＝64°∠BDC＝64°なので，∠BAC＝∠BDC 

よって，A，B，C，Dは同一円周上にある。したがって，∠ x＝∠ADB＝32° 

(2) ∠DAC＝44°∠DBC＝44°なので，∠DAC＝∠DBC 

よって，A，B，C，Dは同一円周上にある。 

したがって，∠ x＝∠ACD＝39° 

△ABDで，内角の和は 180°なので， 
∠ x＋31°＋44°＋∠ y＝180° 

∠ y＝180°－∠ x－31°－44°＝180°－39°－31°－44°＝66° 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

 次の図の△ABCで，頂点 Aから BCへの垂線を AH，頂点 B

から ACへの垂線を BGとする。このとき，A，B，H，Gは同

一円周上にあることを証明せよ。 

 

 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

[解答] 

仮定より，∠AHB＝90°，∠AGB＝90°なので， 

∠AHB＝∠AGB 

したがって，円周角の定理の逆より， 

A，B，H，Gは同一円周上にある。 
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[問題](増補 10)(補充問題) 

 次の図で，∠ABC＝90゜であるとき，B，E，F，Dが同一円周上にあることを証明せよ。 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

[解答] 

仮定より，∠ABC＝90°なので，∠ABCは直径の円周角

になり，ACは円の中心を通る。 

したがって，∠ADC＝90°になる。 

よって，∠EDF＝90° 

また，∠EBF＝90°なので， 

∠EBF＝∠EDF 

したがって，円周角の定理の逆より， 

B，E，F，Dは同一円周上にある。 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図の△ABC と△CDE はそれぞれ正三角形であり，P

は線分ADの延長と線分BEの延長との交点である。4点A，

B，C，Pは 1つの円周上にあることを証明しなさい。 

(群馬県) 
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[解答欄] 

 

 

 

 

 

 

[解答] 

△BCEと△ACDにおいて， 

△ABCは正三角形なので，BC＝AC･･･① 

△CDEは正三角形なので，EC＝DC･･･② 

∠BCE＝∠ACB－∠ACE＝60°－∠ACE 

∠ACD＝∠DCE－∠ACE＝60°－∠ACE 

よって，∠BCE＝∠ACD･･･③ 

①，②，③より 2 組の辺と，その間の角がそれぞれ等しい

ので，△BCE≡△ACD 

したがって，∠CBE＝∠CAD 

よって，円周角の定理の逆より，4点 A，B，C，Pは 1つの円周上にある。 
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【】円と相似 

[問題](3学期) 

右の図のように円 Oの周上に 4点 A，B，C，Dがあり，

ACと BDとの交点を Eとする。 
このとき，△AEB∽△DEC であることを次のように証明し

た。(  )をうめなさい。 

[証明] 

△AEBと△DECで， 

同じ弧に対する( ア )は等しいので，∠BAE＝∠( イ ) 

また，対頂角は等しいので， ∠AEB＝∠( ウ ) 

(  エ  )がそれぞれ等しいので，△AEB∽△DEC 

[解答欄] 

ア イ ウ 

エ 

[解答]ア 円周角 イ CDE ウ DEC エ 2組の角 

 

[問題](3学期) 

 右の図のように円周上に 4 点 A，B，C，D があり，AC

と BDとの交点を Eとする。このとき， 
     △AEB∽△DEC 

であることを証明しなさい。 

 

[解答欄] 
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[解答] 

△AEBと△DECにおいて， 

同じ弧 BCの円周角は等しいので，∠BAE＝∠CDE･･･① 

対頂角は等しいので，∠AEB＝∠DEC･･･② 

①，②より 2組の角がそれぞれ等しいので， 

△AEB∽△DEC 

 

 

[問題](増補 10)(2学期期末) 
次の図において，△ABCは AB＝ACの二等辺三角形である。

このとき，△ABE∽△ADBであることを証明しなさい。 

 

 

 
[解答欄] 

 

 

 

 

 

 

[解答] 

△ABEと△ADBにおいて， 

∠BAEは共通･･･① 

二等辺三角形の底角は等しいので，∠ABE＝∠ACB 

同じ弧に対する円周角は等しいので，∠ACB＝∠ADB 

よって，∠ABE＝∠ADB･･･② 

①，②より 2組の角がそれぞれ等しいので， 

△ABE∽△ADB 
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[問題](増補 10)(2学期中間) 

図のように円周上に 4点 A，B，C，Dがあり ACと

BDの交点を E，BAと CDをそれぞれ延長したときの

交点を F とする。このとき FD：FA＝FB：FC である

ことを証明しなさい。 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

[解答] 

△BDFと△CAFにおいて， 

∠Fは共通･･･① 

同じ弧に対する円周角は等しいので， 

∠DBF＝∠ACF･･･② 

①，②より 2組の角がそれぞれ等しいので， 

△BDF∽△CAF 

相似な三角形の対応する辺の比は等しいので， 

FD：FA＝FB：FC 

 

 

[問題](3学期) 

 右の図で，弦ABとCDの交点をEとする。このとき，

DEの長さを求めよ。ただし，DE＜ECとする。 
 

 

[解答欄] 

 

[解答] 6 cm 
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[解説] 

△ADEと△CBEにおいて，円周角の定理より， 

∠ADE＝∠CBE，∠DAE＝∠BCE 

2組の角がそれぞれ等しいので，△ADE∽△CBE 

DE：BE＝AE：CE 

DE＝ xとおくと，CE＝18－ x  

x：(22－4)＝4：(18－ x ) 

比の外項の積は内項の積と等しいので， 

( ) 41818 ×=− xx  

7218 2 =− xx ， 072182 =+− xx ， ( )( ) 0126 =−− xx  ゆえに 12,6=x  

DE＜ECなので 6=x  ゆえに DE＝ 6 cm 

 

 

[問題](3学期) 

 右の図のように，△ABC が円 O に内接してい

て，AB＝AC＝4cm，BC= 6cm である。弧 AC

上に点 D をとり，弦 AD と辺 BC をそれぞれ延

長してその交点を Eとし， AD＝DEとなるよう

にした。このとき，次の各問いに答えよ。 
(1) △ABD と△AEB は相似であることを証明

せよ。 

(2) 線分 ADの長さを求めよ。 

[解答欄] 

(1) 

 

 

 

 

 

(2) 
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[解答] 

(1) △ABDと△AEBにおいて， 

∠BAD＝∠EAB(共通)･･･① 

同じ弧の円周角は等しいので，∠ADB＝∠ACB 

AB＝ACなので△ABCは二等辺三角形で， 

∠ACB＝∠ABE 

ゆえに∠ADB＝∠ABE･･･② 

①，②より 2組の角がそれぞれ等しいので， 

△ABD∽△AEB 

(2) 22 cm 
[解説] 

(2) △ABD∽△AEBなので， 

AD：AB＝AB：AE 

仮定より，AE＝2ADなので AD：4＝4：2AD 

外項の積 AD×2ADは，内項の積 4×4と等しいので， 

2AD2＝16，AD2＝8 よって AD＝ 8＝ 24× ＝ 22 (cm) 
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【】円周角③：円に内接する四角形 

[問題](増補 10)(補充問題) 
次の四角形 ABCDは，どれも円に内接している。∠ x，∠ yの大きさを求めなさい。 

(1)               (2) 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1)∠ x＝ ∠ y＝ (2)∠ x＝ 

∠ y＝ 

[解答](1) ∠ x＝115° ∠ y＝70° (2) ∠ x＝65° ∠ y＝80° 

[解説] 

円に内接する四角形の向かい合う 2 つの内角の和は 180°であ

る。(右図でいえば，a＋b＝180°である。) 

これを証明する。 

右図のように，∠ABC＝a，∠ADC＝bとする。 

(中心角)＝(円周角)×2なので， 

∠AOC(小さい方)＝∠ABC×2＝a×2＝2a 

∠AOC(大きい方)＝∠ADC×2＝b×2＝2b 

図より，2a＋2b＝360° 

両辺を 2で割ると，a＋b＝180° 

よって，円に内接する四角形の向かい合う 2つの内角の和は 180°になる。 

次に，1つの内角と，それと向かい合う頂点の外角の関係に

ついて調べてみる。 

右図で，∠ABC＋∠ADC＝180°･･･① 

ADEは一直線上にあるので， 

∠CDE＋∠ADC＝180°･･･② 

①，②より，∠ABC＝∠CDE 

よって，円に内接する四角形の 1つの内角と，それと向かい合う頂点の外角は等しくなる。 
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[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図で，四角形 ABCDは円 Oに内接している。このとき，

∠ xの大きさを求めなさい。 

(青森県) 

[解答欄] 

 

[解答]105° 

[解説] 

(円周角)＝(中心角)÷2なので， 

∠BAD＝∠BOD÷2＝150°÷2＝75° 

円に内接する四角形の向かい合う 2つの内角の和は 180°なので， 

∠ x＝180°－∠BAD＝180°－75°＝105° 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図のように，四角形 ABCDが円 Oに内接している。 

∠BCD＝115°である。∠BOD＝∠ xとするとき，∠ xの大きさ
は何度か。 

(香川県) 

[解答欄] 

 
[解答]130° 

[解説] 

円に内接する四角形の向かい合う 2つの内角の和は 180°なので， 

∠BAD＝180°－∠BCD＝180°－115°＝65° 

(中心角)＝(円周角)×2なので， 

x＝∠BAD×2＝65°×2＝130° 
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[問題](増補 10)(補充問題) 

図で A，B，C，Dは同じ円周上の点である。∠ABD＝80°， 

∠BCD＝120°のとき，∠ADBの大きさは何度か。 

(愛知県) 

[解答欄] 

 

[解答]40° 

円に内接する四角形の向かい合う 2つの内角の和は 180°なので， 

∠BAD＝180°－120°＝60° 

△ABDにおいて，三角形の内角の和は 180°なので， 

∠ADB＝180°－∠ABD－∠BAD＝180°－80°－60°＝40° 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図のように，円に内接する四角形 ABCDがある。AD // BC
のとき，∠ xと∠ yの大きさを求めなさい。 

(秋田県) 

[解答欄] 

∠ x＝ ∠ y＝ 

[解答]∠ x＝32° ∠ y＝48° 

[解説] 

AD // BCで，平行線の錯角は等しいので， 

∠ x＝∠CAD＝32° 

次に，円に内接する四角形の向かい合う 2つの内角の和は 180°

なので， 

∠ADC＝180°－80°＝100° 

△ACDで，三角形の内角の和は 180°なので， 
∠ y＋32°＋100°＝180° 

よって，∠ y＝180°－32°－100°＝48° 
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[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図のように，四角形 ABCDは円に内接し，点 Eは辺 AD

上にある。∠ABE＝30°，∠BED＝130°のとき，∠ xの大き
さを求めよ。(宮崎県) 

[解答欄] 

 

[解答]80° 

[解説] 

円に内接する四角形の向かい合う 2 つの内角の和は 180°なの

で，∠BAE＝180°－ x  

△ABE において，2 つの内角の和は，それ以外の外角に等しい

ので， 

∠BAE＋∠ABE＝130° 

よって，180°－ x＋30°＝130°，－ x＝130°－180°－30° 

－ x＝－80°，よって， x＝80° 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 
右の図の∠ x，∠ yの大ききを求めなさい。ただし，O は

円の中心である。(長野県) 

[解答欄] 

∠ x＝ ∠ y＝ 

[解答]∠ x＝60°，∠ y＝40° 

[解説] 

円に内接する四角形の向かい合う 2 つの内角の和は 180°なの

で， x＝180°－120°＝60° 

OA＝OPなので，△OAPは二等辺三角形となり， 

∠OPA＝∠OAP＝20° 

したがって，∠OPB＝ x－20°＝60°－20°＝40° 

次に，OP＝OBなので△OPBは二等辺三角形となり， 
∠OBP＝∠OPBとなる。よって， y＝40° 
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[問題](増補 10)(補充問題) 

2点 A，Bで交わる 2つの円 O，O’があり，点 Aを通

る直線が円 O，O’と交わる点を，それぞれ C，F，点 B

を通る直線が円 O，O’と交わる点を，それぞれ E，Dと

する。右の図において，CE // FDとなることを証明しな

さい。 

(福島県) 

[解答欄] 

 

[解答] 

四角形 ACEBは円 Oに内接しているので， 

∠BEC＝∠BAF･･･① 

直線 BDの延長線上に点 Gをとる。 

四角形 ABDFは円 O’に内接しているので， 

∠BAF＝∠FDG･･･② 

①，②より，∠BEC＝∠FDG 

よって，同位角が等しいので，CE // FD 

 

 



 29

【】接弦定理（角度の問題） 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図で，2点 A，Bは円 Oの周上の点で，直線 ACは円 O

の接線である。∠AOB＝130°のとき，∠CAB の大きさを求

めなさい。(千葉県) 

[解答欄] 

 

[解答]65° 

[解説] 

右図のように，点 Pで円Oに接する接線 lが
ある。このとき，OP⊥ l  となる。 

OA＝OBなので，△OABは二等辺三角形で

ある。 

二等辺三角形の底角は等しいので，∠OAB＝∠OBA 

三角形の内角の和は 180°であるので， 

∠OAB＝(180°－130°)÷2＝25°となる。 

∠CAB＝∠CAO－∠OAB＝90°－25°＝65° 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図で，円Ｏの周上の点 Aにおける接線を lとする。この
とき，∠AOBは何度か。また，∠APBは何度か。 

[解答欄] 

∠AOB＝ ∠APB＝ 

[解答]∠AOB＝134°／∠APB＝67° 

[解説] 

OA⊥ l  なので， 

∠OAB＝90°－67°＝23° 

OA＝OBなので，△OABは二等辺三角形である。 

二等辺三角形の底角は等しいので，∠OAB＝∠OBA＝23° 

△OABの内角の和は 180°であるので， 
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∠AOB＝180°－∠OAB－∠OBA＝180°－23°－23°＝134° 

円周角は中心角の半分の大きさになるので， 

∠APB＝∠AOB÷2＝134°÷2＝67° 

この問題の場合，接線 lと弦 ABのなす角 67°は，弧 ABの円周角∠APB＝67°と同じに

なっているが，これは偶然ではなく，常に成り立つ。 

すなわち， 

(弦と接線のなす角)＝(弦・接線で囲まれた弧の円周角) 

が成り立つ(接弦定理)。 

以下，この定理を証明する。 

右図のように，接線 ACと弦 ABのなす角を aとする。 

OA⊥ACなので，∠OAB＝90°－a 

OA＝OBなので，△OABは二等辺三角形で， 

∠OAB＝∠OBA＝90°－a 

△OABの内角の和は 180°なので， 

∠AOB＝180°－∠OAB－∠OBA 

＝180°－(90°－a)－(90°－a) 

   ＝180°－90°＋a－90°＋a＝2a 

弧 ABの円周角∠APBは，中心角∠AOBの半分なので， 

∠APB＝∠AOB÷2＝2a÷2＝a ゆえに，∠CAB＝∠APB＝aとなる。 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

 次の図を使って，接弦定理(∠ATB＝∠BCT)を証明せよ。 

[解答欄] 
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[解答] 

PTは円の中心を通る直径なので，∠PBT＝90° 

したがって，∠TPB＋∠BTP＝180°－90°＝90°･･･① 

また，ATは円の接線なので，∠PTA＝90°で， 

∠ATB＋∠BTP＝90°･･･② 

①，②より，∠TPB＋∠BTP＝∠ATB＋∠BTP＝90° 

よって，∠TPB＝∠ATB･･･③ 

ところで，円周角の定理より，∠TPB＝∠BCT･･･④ 

③，④より，∠ATB＝∠BCT 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

次の図で，直線 lは円 Oの接線です。∠ xの大きさを求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 35° (2) 80° 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図で，直線 TT′は円の接線，点 Aはその接点である。こ

の図で，∠ABCの大きさを求めよ。 

(鳥取県) 

[解答欄] 

 

[解答]65° 



 32

[解説] 

接弦定理より， 

∠ABC＝∠CAT 

∠CAT＝180°－70°－45°＝65° 

よって，∠ABC＝65° 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図において，直線 ATは点 Aにおける円の接線である。∠ x
の大きさを求めよ。(栃木県) 

[解答欄] 

 

[解答]60° 

[解説] 

右図において，接弦定理より，∠BAC＝∠ADC＝50° 

BATは直線なので， 

50°＋ x＋70°＝180° 

よって， x＝60° 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図は，AB＝ACである二等辺三角形 ABCの外接円に，点

Bで接する接線BTをひいたものである。∠CBT＝32°のとき，

∠ABCの大きさを求めよ。(福島県) 

[解答欄] 

 
[解答]74° 

[解説] 

まず，AB＝ACの条件を角度の条件に変換する。 

AB＝ACと二辺が等しいので，△ABCは二等辺三角形である。 

二等辺三角形の底角は等しいので，∠ABC＝∠ACBである。 

次に，接線 BTと弦 BCがあるので，接弦定理で角度を移すこと
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を考える。 

接弦定理より。∠CAB＝∠CBT＝32°である。 

∠ABC＝∠ACB＝ xとすると，△ABCの内角の和は 180°なので， 

x＋ x＋32°＝180°， x2 ＝180°－32°， x2 ＝148°， x＝148°÷2 

よって， x＝74° 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図で，直線 PTは円Ｏの接線である。∠ xの大きさを
求めよ。 

[解答欄] 

 

[解答]36° 

[解説] 

<Point>・直径→直径の円周角＝90° 

・接線と弦→接弦定理 

右図で，BCは円 Oの直径なので，∠BAC＝90° 

PATは一直線上にあるので， 

∠BAP＋90°＋63°＝180° 

ゆえに，∠BAP＝180°－90°－63°＝27° 

接弦定理より，∠BAP＝∠ACP よって，∠ACP＝27° 

△ACPで，2つの内角の和は，他の外角に等しいので， x＋∠ACP＝∠CAT 

よって， x +27°＝63°， x =63°－27°＝36° 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図で，P は円Ｏの円周上の点 A における接線と直径

BC を延長した直線との交点である。∠ACB＝62°のとき，

∠APCの大きさを求めよ。 

(青森県) 

[解答欄] 
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[解答]34° 

[解説] 

BCは円の直径なので，∠BAC＝90° 

△ABCで，三角形の内角の和は 180°なので， 

∠ABC＋90°＋62°＝180° 

∠ABC＝180°－90°－62°＝28° 

APは円 Oの接線なので，接弦定理より， 

∠CAP＝∠ABC＝28° 

よって，∠BAP＝90°＋28°＝118° 

△ABPで，三角形の内角の和は 180°なので， 

∠ABC＋∠BAP＋∠APC＝180°，28°＋118°＋∠APC＝180° 

ゆえに，∠APC＝180°－28°－118°＝34° 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図のように，直径を AB とする半円周上の点 C に

おける接線と BAの延長との交点を Dとし， 

∠ABC＝28°とするとき，∠CDAの大きさを求めよ。 

(京都府) 

[解答欄] 

 

[解答]34° 

[解説] 

ABは直径なので，「直径の円周角＝90°」を使うはず 

→補助線 ACをひく→∠ACB＝90° 

また，DCは円の接線なので，接弦定理より， 

∠ACD＝∠ABC＝28° 

△BCDで，三角形の内角の和は 180°なので， 

∠CDA＋∠BCD＋∠ABC＝180° 

∠CDA＋(28°＋90°)＋28°＝180° 

∠CDA＝180°－28°－90°－28°＝34° 
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[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図で，円 Oの直径を ABとし，点 Cから円 Oにひいた

接線と ABの延長との交点を Dとする。∠BAC＝26°のとき，

∠ADCの大きさは何度ですか。(鳥取県) 

[解答欄] 

 

[解答]38° 

[解説] 

ABは直径なので，「直径の円周角＝90°」を使うはず 

→補助線 BCをひく→∠ACB＝90° 

また，DCは円の接線なので，接弦定理より， 

∠BCD＝∠BAC＝26° 

△ACDで，三角形の内角の和は 180°なので， 

∠BAC＋∠ACD＋∠ADC＝180° 

26°＋(90°＋26°)＋∠ADC＝180° 

よって，∠ADC＝180°－26°－90°－26°＝38° 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図のように，円に内接している△ABCがある。ATはこ

の円の接線である。弧 ACは弧 ABの 2倍の長さで， 

∠BAT＝32°のとき，∠CABは何度か。 

(山形県) 

[解答欄] 

 
[解答]84° 

[解説] 

「弧 ACは弧 ABの 2倍の長さ」とい

う条件を角度の条件に変換する。 

右図 1のように，弧の長さが 2倍にな

ると，中心角も 2倍となる。中心角が

2倍なら円周角も 2倍になる。 
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図 2で，∠ACB＝aとすると，∠ABC＝2a 

接弦定理より，∠BCA=∠BATなので，a＝32° 

また，∠CAS＝∠ABCなので，∠CAS＝2a＝2×32°＝64° 

∠CAS＋∠CAB＋∠BAT＝180° 

64°＋∠CAB＋32°＝180° 

よって，∠CAB＝180°－64°－32°＝84° 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図で，3点 A，B，Cは円 Oの周上の点であ

り，点 Pは点 A を通る接線と点 B を通る接線の交

点である。∠ACB＝70°のとき，∠ xの大きさを求
めよ。(愛媛県) 

[解答欄] 

 
[解答]40° 

[解説] 

PA，PBは接線→接弦定理の利用→補助線 AB 

接弦定理より， 

∠PAB＝∠ACB＝70°，∠PBA＝∠ACB＝70° 

△ABPで，三角形の内角の和は 180°なので， 

x＋∠PAB＋∠PBA＝180°，x＋70°＋70°＝180° 

よって， x＝180°－70°－70°＝40° 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図で，直線 TA，TBはそれぞれ点 A，Bで円

Oに接している。∠ATB＝38°のとき，弧 ABに対

する円周角∠APBの大きさ xを求めなさい。 

(宮崎県) 

[解答欄] 
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[解答]71° 

[解説] 

PA，PBは接線→接弦定理の利用→補助線 AB 

接弦定理より， 

∠TAB＝∠APB＝ x，∠TBA＝∠APB＝ x  

△ABTで，三角形の内角の和は 180°なので， 

38°＋ x＋ x＝180° 

2 x＝180°－38°，2 x＝142° 

よって， x＝142°÷2＝71° 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

 次の図で，A，Bは 2円 O，O'の交点であり，円 O'の弦

AC は円 O の接線，円 O の弦 AD は円 O'の接線になって

いる。�CBD＝158°のとき，�CADの大きさは何度か。 

(愛知県) 

[解答欄] 

 

[解答]101° 

[解説] 

AC，ADは接線→接弦定理の利用→補助線 AB 

∠BAD＝a，∠BAC＝bとおくと， 

求める∠CAD＝a＋bである。 

接弦定理より， 

∠ACB＝∠BAD＝a，∠ADB＝∠BAC＝b 

四角形 ACBDで，四角形の内角の和は 360°なので， 

b＋(a＋b)＋a＋∠CBD＝360° 

2a＋2b＋158°＝360°，2a＋2b＝360°－158° 

2(a＋b)＝202° 

よって，a＋b＝101° 
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[問題](増補 10)(補充問題) 

 次の図で，PB は円の中心 O を通り PQ は�APB の

二等分線である。このとき xを求めよ。 

[解答欄] 

 

[解答]45° 

[解説] 

右図 CBは直径→直径の円周角は 90°→補助線 AC 

APは接線→接弦定理の利用→補助線弦 AC 

∠APQ＝∠BPQ＝aとおく。 

∠PAC＝bとおく。 

APは円 Oの接線なので，接弦定理より， 

∠PAC＝∠ABC＝b 

ここで，△AQRの 2つの内角∠AQR( x )と∠ARQに注目する。 

まず，∠AQR( x )は△PQBの外角になっているので， 

x＝∠AQR＝∠QPB＋∠QBP＝a＋b･･･① 

次に，∠ARQは△APRの外角になっているので， 

∠ARQ＝∠APR＋∠PAR＝a＋b･･･② 

①，②より，∠ARQ＝∠AQR＝ x  

ところで，CBは円 Oの直径なので，∠RAQ＝90° 

△ARQで，三角形の内角の和は 180°なので， 

∠ARQ＋∠AQR＋90°＝180° 

x＋ x＋90°＝180° 

2 x＝180°－90°，2 x＝90° 

よって， x＝45° 
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【】接弦定理（証明問題） 

[問題](増補 10)(補充問題) 

 次の図のように，2 つの円が点 T で内接している。接点 T を

通る 2 直線が 2 つの円と交わる点を，それぞれ A，B，C，D

とするとき，AC と BD が平行であることを，T を通る接線を

ひいて証明せよ。 

 

[解答欄] 

 

[解答] 

接弦定理より， 

∠PTA＝∠ACT，∠PTA＝∠BDT 

よって，∠ACT＝∠BDT 

したがって，ACと BDの同位角が等しいので，AC // BD 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

 図のように，円 Oに内接する△ABCの�BACの二等分線と円

Oとの交点を Dとする。 

 点 Dを通る円 Oの接線を SDTとするとき，BCと STが平行

になることを証明せよ。 

(石川県) 

[解答欄] 
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[解答] 

STは接線→接弦定理の利用→補助線の弦 BD 

接弦定理より，∠SDB＝∠BAD･･･① 

円周角の定理より，∠CAD＝∠CBD･･･② 

ADは�BACの二等分線なので，∠BAD＝∠CAD･･･③ 

①，②，③より，∠SDB＝∠CBD 

錯角が等しいので，BC // ST 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

 次の図で，DA は円の接線で，DE は�ADB の二等分線

である。このとき，△AFDと△BEDが相似となることを

証明せよ。 

 

 

[解答欄] 

 

[解答] 

△AFDと△BEDにおいて， 

仮定より，∠ADF＝∠BDE･･･① 

DAは円の接線なので，接弦定理より， 

∠DAF＝∠DBE･･･② 

①，②より，2組の角がそれぞれ等しいので， 

△AFD∽△BED 

[解説] 

三角形の相似の証明では，「2組の角がそれぞれ等しい」という相似条件を使う場合がほと

んど。接線があるので，接弦定理で等しい角が見つかる。 
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[問題](増補 10)(補充問題) 

 次の図で，CDは円 Oの接線で，�ADCは直角であ

る。このとき，△DATと△TABが相似であることを証

明せよ。 

[解答欄] 

 

[解答] 

△DATと△TABにおいて， 

ABは直径なので，∠ATB＝90° 

仮定より∠ADT＝90°なので， 

∠ADT＝∠ATB･･･① 

次に，DTは円 Oの接線なので，接弦定理より， 

∠ATD＝∠ABT･･･② 

①，②より 2組の角がそれぞれ等しいので，△DAT∽△TAB 

[解説] 

三角形の相似の証明では，「2組の角がそれぞれ等しい」という相似条件を使う場合がほと

んど。この問題では，接線→接弦定理で 1組の等しい角，AOが直径→直径の円周角は 90° 

に注目して，等しい角を見つける。 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

 次の図で，BTは円の接線で，BTとACは平行である。

このとき，△ABC と△QBP が相似であることを証明せ

よ。 
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[解答欄] 

 

[解答] 

△ABCと△QBPにおいて， 

∠PBQは共通･･･① 

BTは接線なので，接弦定理より，∠TBQ＝∠BPQ･･･② 

BT // ACで，平行線の錯角は等しいので， 

∠TBQ＝∠BCA･･･③ 

②，③より，∠BCA＝∠BPQ･･･④ 

①，④より，2組の角がそれぞれ等しいので， 

△ABC�△QBP 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

 次の図のように，円に内接する△ABC がある。

�BACの二等分線と辺 BC，弧 BCとの交点を，それ

ぞれ D，Eとする。また，点 Eにおける円の接線と辺

ABの延長との交点を Fとする。このとき，△ABDと

△EFBが相似になることを証明せよ。(山口県) 

[解答欄] 
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[解答] 

△ABDと△EFBにおいて， 

FEは接線なので，接弦定理より， 

∠FEB＝∠BAD･･･① 

円周角の定理より，∠EBC＝∠EAC･･･② 

仮定より，∠BAE＝∠EAC･･･③ 

①，②，③より∠FEB＝∠EBCなので，FE // BC 

平行線の同位角は等しいので，∠DBA＝∠BFE･･･④ 

①，④より，2組の角がそれぞれ等しいので， 

△ABD∽△EFB 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

 図のような円 Oに内接する△ABCがある。円 Oの

周上の点Aにおける接線と辺BCの延長との交点をD

とするとき，次の問いに答えよ。ただし，線分 ABは

線分 ACよりも長いものとする。 

(長崎県) 

(1) △ABDと△CADが相似であることを証明せよ。 

(2) AD＝6cm，CD＝4cm とするとき， 

 � 線分 ACと線分 ABの長さの比を求めよ。 � 線分 BCの長さはいくらか。 

[解答欄] 

(1) 

 

 

 

 

 

 

 

(2)① ② 
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[解答] 

(1) △ABDと△CADにおいて， 

∠ADBは共通･･･① 

DAは円 Oの接線なので，接弦定理より， 

∠DBA＝∠DAC･･･② 

①，②より，2組の角がそれぞれ等しいので， 

△ABD∽△CAD 

(2)� 2：3 � 5cm 

[解説] 

(2) 相似な三角形の対応する辺の比は等しい。 

対応する辺は角度に注目して見つける。 

△CAD の AD は右図の「×」「○」を両端の角としてい

る。△ABD の「×」「○」を両端の角とする辺は BD で

ある。よって，2つの三角形の相似比は AD：BDである。 

同様にして，△CAD の CD と対応するのは，△ABD の

ADである(角は「○」と無印の角)。よって，2つの三角形の相似比は CD：AD 

また，△CADの ACに対応するのは，△ABDの ABであるので，相似比は AC：AB 

対応する辺の相似比は等しいので， 

AD：BD＝CD：AD＝AC：AB，6：BD＝4：6＝AC：AB 

よって。AC：AB＝4：6＝2：3 である。 

また，6：BD＝4：6 比の内項の積は外項の積に等しいので， 

BD×4＝6×6，BD＝36÷4＝9(cm) 

BC＝BD－CD＝9－4＝5(cm) 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

次の図の xを求めよ。 
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[解答欄] 

 

[解答]8 

[解説] 

△BCDと△BACにおいて， 

∠CBDは共通･･･① 

BCは接線なので，接弦定理より， 

∠BCD＝∠BAC･･･② 

①，②より，2組の角がそれぞれ等しいので， 

△BCD∽△BAC 

相似な三角形の対応する辺は等しいので，BC：BA＝BD：BC･･･③ 

※ △BCDの辺の BCは「○」「×」を両端の角としている。△BACの「○」「×」を両端

の角とする辺は BAである。したがって，BCと BAが対応する辺である。 

同様に，「○」「無印」の角に注目すると，BDと BCが対応する辺であることがわかる。 

③より， x：16＝4： x  

比の外項の積は内項の積に等しいので， 

xx × ＝16×4， 2x ＝64 
よって， x＝8 
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【】接弦＋内接四角形 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図で，四角形 ABCDは，円に内接し，直線 EFは， 

点 Aで円に接している。また，∠DAE＝53°，∠ADB＝35° 

である。このとき，∠ABD，∠BCDの大きさを求めよ。 

(佐賀県) 

[解答欄] 

∠ABD＝ ∠BCD＝ 

[解答]∠ABD＝53° ∠BCD＝88° 

[解説] 

<Point> 接線 EF→接弦定理 

内接四角形→向かい合う内角の和は 180° 

EFは円の接線なので，接弦定理より， 

∠ABD＝∠EAD＝53° 

∠FAB＝∠ADB＝35° 

EAFは一直線上にあるので， 

∠EAD＋∠DAB＋∠FAB＝180° 

53°＋∠DAB＋35°＝180° 

よって，∠DAB＝180°－53°－35°＝92° 

ABCDは円に内接する四角形なので，∠DAB＋∠BCD＝180° 

ゆえに，92°＋∠BCD＝180° 

よって，∠BCD＝180°－92°＝88° 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図のように，円 Oに四角形 ABCD が内接しており，A に

おける接線を ATとします。いま，AD＝BD，∠BAT＝40°のと

き，∠BCDの大きさを求めなさい。 

(岩手県) 

[解答欄] 
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[解答]110° 

[解説] 

<Point> 接線 AT→接弦定理 

    AD＝BD→二等辺三角形の底角は等しい 

ATは円 Oの接線なので，接弦定理より， 

∠ADB＝∠BAT＝40° 

AD＝BD なので，△DAB は二等辺三角形になる。二等辺三角形の

底角は等しいので，∠DAB＝∠DBA･･･① 

△ABDの内角の和は 180°なので， 

∠DAB＋∠DBA＋40°＝180° 

よって，∠DAB＋∠DBA＝180°－40°＝140°･･･② 

①，②より，∠DAB＝140°÷2＝70° 

次に，四角形 ABCDは円に内接するので，向かい合う内角の和は 180°になる。 

したがって，∠BCD＋∠DAB＝180° 

∠BCD＋70°＝180° 

ゆえに，∠BCD＝180°－70°＝110° 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

図のように，四角形 ABCDが円に内接し，点 Aにおけ 

る接線と CBの延長との交点を Eとする。BA＝BE， 

∠D＝80°のとき，∠ABCと∠BACの大きさを求めよ。 

(福井県) 

[解答欄] 

∠ABC＝ ∠BAC＝ 

[解答]∠ABC＝100° ∠BAC＝30° 

[解説] 

<Point> 円に内接する四角形→向かい合う角の和 180° 

接線 AE→接弦定理 

    BA＝BE→二等辺三角形の底角は等しい 

四角形 ABCDは円に内接するので， 

∠ADC＋∠ABC＝180° 



 48

80°＋∠ABC＝180° 

よって，∠ABC＝180°－80°＝100° 

次に，△BAEは BA=BEの二等辺三角形なので，底角が等しい。 

∠BAE＝ xとすると，∠BEA＝∠BAE＝ x  

また，AEは円の接線なので，接弦定理より，∠ACB＝∠BAE＝ x  

△BAEで，2つの内角の和は他の外角に等しいので， 

x＋ x＝100°，よって， x＝50° 

△ABCで，三角形の内角の和は 180°なので， 

∠BAC＋ x＋100°＝180° 

∠BAC＋50°＋100°＝180° 

よって，∠BAC＝180°－50°－100°＝30° 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図のように，四角形 ABCDが円に内接している。 

弧 BC＝弧 CDで，点 Cにおける円の接線と辺 ADの延長と

の交点を Eとする。このとき，△ABC∽△CDEであること

を証明しなさい。 

(山梨県) 

[解答欄] 

 

[解答] 

△ABCと△CDEにおいて， 

四角形 ABCDは円に内接しているので， 

∠ABC＝∠CDE･･･① 

弧 BC＝弧 CDなので，∠BAC＝∠CAD･･･② 

CEは円の接線なので，接弦定理より， 
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∠DCE＝∠CAD･･･③ 

②，③より，∠BAC＝∠DCE･･･④ 

①，④より，2組の角がそれぞれ等しいので， 

△ABC∽△CDE 
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